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復活節第 3 主日  説教 「千里も一里」 要旨 
 

日本キリスト教団藤沢教会 2021 年 4 月 18 日  

列王記上 17:17～24、マタイによる福音書 12:38～42

 雨上がりの朝ほど清々しいものはあり
ません。心が洗い清められたように思え
るからです。特に、イエス様の復活を共
に祝ったばかりの私たちにとりましては
余計にそうです。それは、復活の主が共
にいることを深く実感させられるからで
もありますが、けれども、この朝がもし
雨だったらどうでしょう。しとしと、ぱ
らばら、しょぼしょぼと、その程度であ
ればまだしも、昨夜のように、ばらばら、
ざあざあ、ばしゃばしゃと、雨脚が激し
かったらどうでしょう。どのような気持
ちでこの朝を迎え、また、どんな気持ち
で礼拝に足を運んだのでしょうか。気持
ちの振れ幅は一人ひとり同じではありま
せんが、恐らくは、今日とまったく同じ
に、ということではないように思います。
それは、私たちがその日その日、その瞬
間瞬間にあったことの影響を受け、気持
ちを左右させるものだからです。ですか
ら、そういう意味で、私たちにとって忘
れることはとても大事なことです。なぜ
なら、いつまでも忘れられずにいると先
に進むことができないからです。それゆ
え、忘れることは神様が私たちに与えて
くださる恵みの一つと言えるのでしょう。
ただ、困ったことに私たちはその時忘れ
てはならないものまでも一緒に忘れてし
まうものなのです。 

 そこで、考えたいのは、私たちが絶対
に忘れてはならないものが何かというこ
とです。ぱっと思いつくところで言いま
すと、それは、神様とイエス様のことで
すが、ただし、聖書が私たちにそれを強
く求めるのは、私たちの側の事情を見て
のことではありません。私たちと、神様
とイエス様との関係性は言葉の上だけの
ことではなく、私たちの心と体に刻みつ
けられたものであり、つまりは、身体的
なものとして私たちの身に備わっている
ものだからです。だから、御言葉は、覚
えよ、と繰り返し語るのですが、そこで、
この覚えよというところで、皆さんに一
番馴染み深い箇所はどこでしょうか。恐
らくは、コヘレトの言葉、口語訳聖書で
言うところの伝道書 12 章 1 節の「青春の
日々にこそ、お前の創造主に心を留めよ、
あなたの若い日々に、あなたの造り主を

覚えよ」とのこの御言葉であろうと思い
ます。ただ、この覚えよ、心に留めよ、
忘れるなということが様々なところで言
われているのは、この身に備わっている
というところがなかなか分かりにくいも
のでもあるからです。そのため、私たち
は、信仰をバッジやワッペンのように付
けたり剥がしたりすることができたらど
んなにいいだろうかなどと思ったりもす
るのですが、私たちがそう思う理由は、
神様の言葉に忠実に生きようとする私た
ちクリスチャンが、世の中では非常に目
立つ存在で、それゆえ、時に息苦しさを
感じてしまうからです。そのため、目立
ちたくないと思う人ほど、付けたり剥が
したりできればと思ったりもするのでし
ょうが、けれども、私たちの信仰という
ものは、先ほども申しましたように、身
に備わっているところから始まったもの
であり、ですから、そういう意味で、貼
ったり剥がしたりできる便利なものでは
ありません。 

 ところで、私たちがクリスチャンと呼
ばれているのはどうしてなのでしょうか。
それは、私たちが洗礼を受け、神様のも
のとされたからです。そして、それは、
ただ神様のものとされたというだけでは
なく、私たちがキリストの命を新たに歩
み始めたからであり、つまりは、イエス
様の命を受け継ぎ、新たに生み出された
のが私たちクリスチャンであるというこ
とです。だから、洗礼は私たちの生涯に
おいてただ一度の出来事であり、それゆ
え、この聖霊によって私たちに刻みつけ
られた恵みを手放すことはできません。
パウロが「私は、イエスの焼き印を身に
受けているのです」と自分自身について
こう語っているのは、まさに、キリスト
のしるしを押される出来事が一回限りの
ものであり、かつ、絶対に消すことので
きないものでもあることを言いたいから
からです。 

 けれども、この焼き印という言い方が
良くないのでしょう。キリストのしるし
を押されるというこの言い方はあまり評
判が良くないようです。ただ、それも分
からないことではありません。なぜなら、
パウロが言っている焼き印とは、牛や羊



2 

などの家畜の所有権を表すために焼きご
てを押されることであり、従って、焼き
印とはつまり、やけどの跡ということに
なるからです。ですから、貼ったり剥が
したりすることはそもそものところでで
きないわけですが、しかし、本質的なこ
とはそういうところではありません。キ
リストという、私たちに一端押されたこ
のしるしは消すことができないものであ
り、それが、私たちがクリスチャンと呼
ばれている理由であるということです。
それゆえ、クリスチャンには、自称クリ
スチャンとか、なんちゃってクリスチャ
ンとか、そういう怪しげな者は一人もお
りません。洗礼を受け、神様によってキ
リストというしるしを押された人々すべ
てがクリスチャンと呼ばれるに相応しい
人々であるということです。ところが、
焼き印を押され、神様のものとされてい
る私たちクリスチャンが、クリスチャン
にあるまじきことをしてしまうことがあ
るわけです。その一つが、自分の気持ち
で、その時の気分で、貼ったり剥がした
りすることだと思うのです。そして、こ
の実際にはできないことをしようするの
は、私たちがしるしを必要としていない
と思っているか、あるいは、しるしが邪
魔だと思うことがあるからです。そこで、
今日のイエス様のお言葉に聞いていくと、
そこには次のようなイエス様のお言葉が
記されています。「よこしまで神に背い
た時代の者たちは、しるしを欲しがるが、
預言者ヨナのしるしの他にはしるしは与
えられてはいない」とのイエス様がこの
お言葉です。ですから、そこでこのイエ
ス様の言葉を素直に読むならば、どうい
うことになるのでしょうか。 

 先ず言えることは、しるしを欲しがっ
てはならないということです。しかも、
このイエス様のお言葉は誰に対し語られ
ているのか。それは、誰でもない、イエ
ス様と敵対する律法学者とファリサイ派
の人々で、そして、イエス様がそのよう
に彼らに言っているのは、イエス様に向
かってしるしを求めたからです。そして、
その彼らがイエス様にしるしを求めたの
は、その直前で、イエス様が彼らに向か
ってとても厳しい言葉を浴びせかけてい
るからです。それもただ厳しいというだ
けでなく、イエス様が彼らに仰ったこと
は、彼らに対する全否定でした。ですか
ら、普通であれば、イエス様のその言葉
を聞いて、その上で、「先生、しるしを
見せてください」などと落ち着き払った
ことなど口にできるものではありません。

けれども、ユダヤ教指導者たちはイエス
様のその厳しいお言葉を冷静に受け止め、
しるしを見せてくださいと言っているの
です。では、彼らに対しイエス様がどん
な厳しい言葉を浴びせかけたのか。それ
は次の言葉です。「木が良ければその実
も良いとし、木が悪ければその実も悪い
としなさい。木の良し悪しは、その結ぶ
実で分かる。蝮の子らよ、あなたたちは
悪い人間であるのに、どうして良いこと
が言えようか。人の口からは、心にあふ
れていることが出てくるのです。良い人
は、良いものを入れた倉から良いものを
取りだし、悪い人は、悪いものを入れた
倉から悪いものを取りだしてくる。言っ
ておくが、人は自分の話したつまらない
言葉についてもすべて、裁きの日には責
任を問われる。あなたは、自分の言葉に
よって義とされ、また、自分の言葉によ
って罪あるものとされる」と、イエス様
は、良い木、悪い木、良い実、悪い実と
二つのことを比較し、その上で、彼らの
ことをまむしの子らとも呼んでいるので
す。それは、最後のところで、「自分の
言葉によって義とされ、また自分の言葉
によって罪あるものとされる」とイエス
様が仰るように、言葉はそれほど重いも
のだからです。 

 ですから、私たちが神の子であり、私
たちのイエス様がこの地上で甦られたと
いう事実を全て分かった上で、この場に
もしいたとしたら、そこで私たちはどん
なことを思うことでしょう。やってくれ
たイエス様と溜飲を下げるのか、それと
も、素のままのイエス様に触れた気がし
て、やり場のない気持ちにさせられるの
か、その受け止め方は様々でもあるので
すが、けれども、気持ちが大きく揺さぶ
られるのは間違いありません。そして、
もう一つ言えることは、私たちが見てい
るイエス様のその姿の中に表されている
のが神様の御心であるということです。
ただ、そのイエス様のこととイエス様を
通し現されている神様の御心とを、私た
ちは、それぞれの様々な思いの中でどの
ように受け止めているのでしょうか。そ
れは必ずしも一致しているわけではあり
ません。では、それぞれの思い、また、
それぞれの考えを、私たちは、正直にイ
エス様に向かって口にすることができる
のでしょうか。そこで、できるという方
もいることでしょうし、また、できない
という方もいることでしょう。あるいは、
口にすべきでないと考える人もいること
でしょうし、また、しっかりと自分の言
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葉で語るべきだと考えている人もいるの
でしょう。けれども、そこで一つ大きな
問題が出てきます。できるできない、す
るしないはともかくとして、優劣がはっ
きりしたとき、そして、その時の状況を
肌で感じて、そこに身を置くことを心か
ら嬉しいと、ここにいつまでもいたいと
そう思えるのでしょうか。 

 ここでイエス様が「よこしまで神に背
いた時代の者たちはしるしを欲しがる」
と仰るように、しるしを求めることは、
私たちクリスチャンのすることではない
のでしょう。けれども、私たちクリスチ
ャンの生きる場は閉ざされた場所ではな
く、むしろ、その反対に、世の人々と同
じように開かれた場所です。ですから、
私たちがキリストのしるしをはったり剥
がしたりしたくなるのは、私たちがこの
世界に生きている何よりのしるしである
ように思うのです。特に、少数者である
私たち日本のクリスチャンはついついそ
んなことを考えてしまうものだと思いま
す。だから、剥がそうとする者に対して
は張りなさい、張らなければならないと、
強く言ったりもするのでしょう。また、
誇らしげにしるしを胸に張っている者を
揶揄したくなったりもするのでしょう。
ただ、いずれにせよ、そのどちらも私た
ちが少数者としての立場に身を置くとこ
ろから出てくるものだと思います。この
ことはつまり、少数者であるがゆえに、
貼る貼らないは兎も角として、私たちも
やはりしるしを求めてしまうということ
です。そして、それは、少数者という寄
る辺ない立場が私たちを不安にさせるか
らでもありますが、けれども、私たちが
感じるそうした不安は、数が多い少ない
ということに限ったことではありません。
今日の旧約聖書にもあるように、この世
界に生きる私たちを不安にさせるものは
数多くあります。病であり、貧しさであ
り、愛する者との別れを意味する死であ
り、他にもたくさんあるからです。そし
て、私たちが神様の御心の中に置かれて
いることの裏付け、その証拠であるしる
しをついつい求めてしまうのは、私たち
がクリスチャンであり続けようとするか
らで、つまりは、私たちがこうして生き
ているというこの現実こそが、私たちを
して神様にしるしを求めさせるというこ
とです。 

 ですから、そういう意味で、私たちは、
今日のこの御言葉の外に自分を置くこと
はできないはずです。では、蚊帳の外で
はなく、内側に身を置いたとき、私たち

はそこでどんな自分自身の姿を見ること
になるのでしょうか。その時、ユダヤ教
指導者のように、イエス様のことを「先
生」と素直にそう呼ぶのか。それとも、
したたかにもイエス様のことを「先生」
と呼ぶのか。私が思うに、恐らくは、言
葉が何も出てこないというのが実のとこ
ろではないかと思うのです。では、そこ
で何も言葉を発しないと言うことがクリ
スチャンとしての誠実なあり方なのでし
ょうか。言葉が出ないのは私たちが本当
に心の底からイエス様の言葉を求めては
いないからなのではないでしょうか。で
すから、そういう意味では、どういう形
であれ、ユダヤ教指導者たちは、ここで
イエス様に言葉を求めているわけですか
ら、彼らと私たちとを比べて、神様がど
ちらに軍配を上げるのかとも思うのです。
そして、私たちがついついしるしを求め
てしまうのは、軍配がどちらに上がるの
か、ということにいつも怯え、いつも不
安に感じているからでもありますが、そ
うであるからこそ、私たちはしるしを求
めてしまうのです。 

 ただし、そこで私たちが求めるしるし
とはどういうものなのか。私たちクリス
チャンにとってのしるしとは、イエス様
の十字架と復活がこの地上で起こったと
いうことです。それゆえ、私たちはイエ
ス様と共に生きていると言えるのですが、
このことはつまり、神様から見れば私た
ちとはそういうものであるということで
す。神様にあなたたちは私のものなんで
すよ、と、そう言っていただいているの
がクリスチャンであるということです。
ですから、私たちクリスチャンは、この
神様の思いに応えていかなければならな
いわけですが、けれども、そうでありな
がらも、神様の仰るとおりに何でもかん
でもお応えしていますと、私もそうです
し、皆さんもそうです。胸を張ってそう
答えることができないところがあるので
す。ですから、神様の前で口をつぐむし
かないのですが、神様の御前でいくら押
し黙ったところで、私たちの思いのすべ
ては神様にきちんと届けられているので
す。そして、私たちにはそのことが十分
に分かっている、だから、貝のように押
し黙るしかないのでしょう。では、御言
葉は、そういう暗い人間のことをクリス
チャンと呼んでいるのでしょうか。もち
ろん、そうではありません。では、そう
ではないならどうなのか。ここでイエス
様が仰りたいことは、この点にあるよう
に思うのです。 



4 

 人がしるしを求めたくなるのは、不安
や恐れなどによって確実性が失われたと
きです。それは、確実性が得られれば、
人生をより豊かで喜び大きいものとする
ことができると考えるからです。そして、
それがここでのユダヤ教指導者たちでし
た。彼らは、神様は良い方であるから必
ず期待に応えてくださると、そう固く信
じていたからです。ですから、自分たち
のことを全否定するイエス様に向かって、
彼らが「先生」と口にしているのは、彼
らの霊的生活、その真面目な信仰が彼ら
をしてイエス様のことをそう呼ばせたと
いうことです。けれども、彼らをしてイ
エス様のことをそう呼ばせたのは、彼ら
がイエス様に期待したから、つまり、彼
らの気持ち、その時の気分が彼らをして
そう言わしめたということでもあります
が、しかし、彼らが抱いたその期待は直
ぐにシュッとしぼんでしまうものでもあ
りました。なぜなら、十字架を見つめ、
その期待感がさらに高鳴ることはないか
らです。みすぼらしく惨めなその姿に誰
が希望を感じると言えるのでしょうか。
けれども、私たちは違います。十字架に
付けられた惨めイエス様の甦りを恵みの
出来事として私たちは信じているのです。
それは、この十字架と復活の出来事がこ
の地上で起こったことであり、その上で、
それが恵みの出来事であることを私たち
は知ったからです。それゆえ、イエス様
が共にいますこの世界は、箸にも棒にも
かからないようなつまらないものではな
く、神我らと共にいます、喜びにあふれ
た世界です。つまりは、この神様の恩恵
の場、恵みの中に生かされているのが私
たちであると、それゆえ、私たちは自分
の気持ちや考え方におもねるようにこの
世界を見ているのではなく、十字架と復
活の出来事を通してこの世界を見ている、
それが、私たちクリスチャンであるとい
うことです。 

 しかし、なのにどうして、私たちは私
たちが生きる世界が神様の恵みの場だと
心から実感することができないのか。そ
れを教えるために、イエス様は、しるし
は十字架しかないと仰るのですが、そこ
で、私たちがこれしかないと思えるよう
になるために必要なことは悔い改めです。
そして、この悔い改めということですが、
悔い改めとは向きを変えて、顔の向いて
いる方に歩き出すということです。その
先に神様を見ているからです。ところが、
その一歩がなかなかでない、十字架に向
かっては特にそうです。恐いし、不安だ

し、やりたくないし、そのため、一歩も
前に進めずジタバタしてしまうことがあ
るのです。ですから、そのためにも思い
切りは必要だと思います。つまり、悔い
改めとは、いい意味での開き直りである
ということです。なぜなら、神様がいま
す方に進むわけですから、そこで、えぃ、
やぁ、と開き直って神様の懐に飛び込ん
でみる、するとどうでしょう。そこで私
たちは知るのです。ここも悪くはないな
あ、ここはいいなあと、自分が立ってい
る場所が神様の恩恵の場であると知るの
です。 

 ただし、その場合の開き直りですが、
飛び込んだ先は十字架の上である場合も
多いのです。ですから、そこで私たちに
求められることは神様の前で自分を棚に
上げて居直ることではありません。気に
入らないと文句を言うことでもなく、ま
た、やりたくないと、できない理由、や
らない言い訳を神様に訴えることでもな
いからです。ただ、それはそれで仕方な
いことなのかもしれませんが、けれども、
開き直って神様の方へと飛び込んで、そ
こで私たちに先ず求められることは何か、
それは、居住まいを正し、座り直すこと
でもあるのでしょう。そして、そこで大
事なことは、我が身を神様に預けること、
委ねること、任せること、恩恵の場に身
を置き、私たちが心からの平安を得るた
めには、このいい意味での開き直りと、
いい意味でのあなた任せがないとなかな
かうまくは行かないと思うのです。では、
どうすればそれを上手くやることができ
るか、ということですが、答えは簡単で
す。失敗しても、間違ってもいいから、
やってみる、それも繰り返しやり続ける
ことです。それは、続けるからこそ、そ
こで気づかされることになるからです。
なぜなら、私たちはすでに恩恵の場に生
きているからです。ですから、そう考え
るなら、クリスチャンとは、このいい意
味での開き直りといい意味でのあなた任
せがモットーということにもなるのでし
ょうから、大らかにのびのびと毎日を過
ごすことができるということです。 

 御言葉は私たちに厳しいこと、理解不
能なことをあれこれと言ってくるもので
す。けれども、そういうときにこそ、い
い意味で開き直って、いい意味であなた
任せに、失敗と過ちを繰り返しながらも、
それでも神様のお言葉を大事に聞き従っ
て参りたいと思います。それは、そうい
う中で、生きるということを私たちが学
ぶことにもなるからです。祈りましょう。 


